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祝

成人式

第一中学校区出身者

第二中学校区出身者

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
29
日
㈷
平
成

28
年
高
畠
町
成
人
式
が
文
化
ホ
ー

ル
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

新
成
人
は
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
１
２
２

人
と
女
性
１
４
３
人
の
計
２
６
５
人
で
す
。

式
典
で
は
、
寒
河
江
町
長
か
ら

「
人
生

と
は
、
す
べ
て
の
選
択
が
自
分
の
責
任
の
下

に
積
み
重
な
っ
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
て
、
積
極
的
に
挑
戦
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
の
式
辞
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

菅
野
重
丸
さ
ん

（
高
畠
地
区
）
と
渡
部
慧

斗
さ
ん
（
屋
代
地
区
）
が
、
「こ
れ
か
ら
の
人

生
で
辛
い
こ
と
や
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
壁
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
逃

げ
る
こ
と
な
く
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
実
行
委
員
会
の
企
画
で
、

中
学
３
年
当
時
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
抽
選
ク
ジ
を
引
い
て

当
た
っ
た
新
成
人
が
登
壇
し
、
「
二
十
歳
の

決
意
」
や
「
高
畠
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
」
、
「
家

族
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
し
た
方
々
に
は

「
高
畠
町
の
特
産
品
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

第三中学校区出身者

第四中学校区出身者
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　以前より、廃校になった小学校を利用し、社会人向けの IT を活用した授業、
農作業体験教育、起業者支援を実施したいという思いがありました。
　都会にはない自然豊かな風土、地元の方の温かな人情に惹かれ、この時沢で廃
校再生プロジェクトをしたいと考えました。
　現在、この場所に人が集い、他地域との交流が生まれつつあります。地元の方
と共にここに参集される方が、人生の糧を得られるような場所にしていきたいも
のです。

佐藤廣志さん

地域おこし協力隊通信 vol.6
　今年度から「たかはた体験隊」と題して、協力隊 4名で高畠町の魅力を外部
の方々に知ってもらおうと高畠町のイベントや歴史巡り、農業体験などの日帰り
ツアーを企画しました。その第一弾として、
駅からハイキングのコースを、熱中小学校
の生徒の方々と協力隊が一緒に歩き、ガイ
ドをする「駅ハイ高畠ガイドウォーク」を
４月に開催しました。今後も、「たかはた」
を体験できる企画を協力隊 4名で月に１回、
計画していますので、お友達をお誘いあわ
せのうえご参加ください。

大
お お あ く

阿久　連
れん

▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）9392 

熱中小学校を運営している「廃校再生プロジェクトＮＰＯ法人はじまりの学校」

佐藤 廣志 理事長の思い

ブドウ畑再生プロジェクト
　４月 23 日㈯、地元のぶどう農家の方々とともにブ
ドウ苗植えイベントが行われました。熱中小学校の生
徒たち約 50人で 20a 程度の耕作放棄地にカベルネ・
ソービニヨンの苗を植えました。ワインづくりに適し
た実がなるには５年程かかるので熱中小学校授業の一
環としてブドウの生育を見守って行きます。また熱中
小学校教諭である、東京大学大学院特任研究員の西岡
一洋教諭協力の下、ブドウの幹の水分量や生育状況を
調査、ドローンでの農地撮影等の農業ＩＣＴ技術開発
を行っていきます。

熱中小学校
もう一度７歳の目で世界を ･･･

　また、高畠町公式マスコットキャラクター「たかっき・はたっき」を一人でも多くの人に知ってもらい、それ
をきっかけに「たかはた」を知ってもらえるように町の PRをしていきます。
　ぜひみなさん「たかっき・はたっき」に会いに来てください。

熱中小学校

“ たかはた歴史散歩 ”

第 1回『亀岡文殊堂を歩く』の開催

▶日時╱６月 18日（土）　13時 30分から（約２時間）

▶場所╱亀岡文殊堂、大聖寺など

　　　　※参加費無料　　※事前に申し込みください

▶申込締切╱６月 13日（月）まで

▶問合せ先╱町教育委員会社会教育課文化係　☎（52）４４７２

屋代児童館保育補助職員（常勤）募集
雇用期間 年齢要件 賃　金 就業時間

必要な免許
資 格 等

募集人数 試験内容等
募集要項配布・
申込・問合せ先

採用日～

平成 29年３月 31日
不問

時給

1,040 円～

1,200 円

７時 15 分～ 19
時までの間で 7.5
時間の勤務を割

り振る

保育士 ２人
書類選考

および面接

町教育総務課

☎（52）３０３１
町ホームページからダ

ウンロードできます

　６月から 10月まで、毎月１回、高畠町の “ いいところ ” を見て歩く講座、“ たかはた歴史散歩 ” を開催
します。第 1回は、亀岡文殊堂です。
　亀岡文殊堂は、『もんじゅ様』として親しまれ、町民の方なら一度は訪れたことのある場所として、とて
も身近な存在です。もちろん、町外・県外からの観光客も多く、高畠町を代表する観光地となっています。
亀岡文殊堂とその周辺には『もんじゅ様』以外にもたくさんの文化遺産が残る歴史の宝庫です。
　“歩いて ” “ 見る ” ことで、驚きの発見があるかもしれません。
　高畠町の “いいところ ”を知る絶好の機会です。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
み
な
さ
ま
の
旧
中
学

校
で
の
記
憶
や
記
録
を
後
世
に
伝
え
残
す
た

め
、
引
き
続
き
思
い
出
の
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
み
な
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
中
学
校
で
の
行
事
を
写
し
た
写
真

・
学
校
生
活
で
お
使
い
に
な
っ
た
も
の

・
筆
箱
、
下
敷
き
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
学
用
品

・ 

通
知
表
、
学
級
だ
よ
り
、
な
ど
学
校
か
ら
の

連
絡
、
通
知
物

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
な
ど
、
部
活
動
で
使
用

し
た
も
の
や
記
録

・
修
学
旅
行
、
体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
の
記
録

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
流
会
な
ど
校
外
活
動

の
記
録
や
写
真

・
そ
の
他
中
学
校
に
係
る
も
の
全
般

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
資
料
・
記
録
の
保
管
・

展
示
に
あ
た
っ
て
、
個
人
情
報
は
法
律
・

条
例
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
ま
す
。

▼
情
報
の
お
寄
せ
先
・
問
合
せ
先
╱

　

町
郷
土
資
料
館　

☎
52
４
５
２
３

※
休
館
日･･･

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

探
し
て
い
る
資
料

残
そ
う
母
校
の
歴
史

〜
中
学
校
の
思
い
出
を
探
し
て
い
ま
す
〜

▲修学旅行のしおり ▲通知表 ▲教科書 ▲文鎮

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
の
一
部
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　以前より、廃校になった小学校を利用し、社会人向けの IT を活用した授業、
農作業体験教育、起業者支援を実施したいという思いがありました。
　都会にはない自然豊かな風土、地元の方の温かな人情に惹かれ、この時沢で廃
校再生プロジェクトをしたいと考えました。
　現在、この場所に人が集い、他地域との交流が生まれつつあります。地元の方
と共にここに参集される方が、人生の糧を得られるような場所にしていきたいも
のです。

佐藤廣志さん

地域おこし協力隊通信 vol.6
　今年度から「たかはた体験隊」と題して、協力隊 4名で高畠町の魅力を外部
の方々に知ってもらおうと高畠町のイベントや歴史巡り、農業体験などの日帰り
ツアーを企画しました。その第一弾として、
駅からハイキングのコースを、熱中小学校
の生徒の方々と協力隊が一緒に歩き、ガイ
ドをする「駅ハイ高畠ガイドウォーク」を
４月に開催しました。今後も、「たかはた」
を体験できる企画を協力隊 4名で月に１回、
計画していますので、お友達をお誘いあわ
せのうえご参加ください。

大
お お あ く

阿久　連
れん

▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）9392 

熱中小学校を運営している「廃校再生プロジェクトＮＰＯ法人はじまりの学校」

佐藤 廣志 理事長の思い

ブドウ畑再生プロジェクト
　４月 23 日㈯、地元のぶどう農家の方々とともにブ
ドウ苗植えイベントが行われました。熱中小学校の生
徒たち約 50人で 20a 程度の耕作放棄地にカベルネ・
ソービニヨンの苗を植えました。ワインづくりに適し
た実がなるには５年程かかるので熱中小学校授業の一
環としてブドウの生育を見守って行きます。また熱中
小学校教諭である、東京大学大学院特任研究員の西岡
一洋教諭協力の下、ブドウの幹の水分量や生育状況を
調査、ドローンでの農地撮影等の農業ＩＣＴ技術開発
を行っていきます。

熱中小学校
もう一度７歳の目で世界を ･･･

　また、高畠町公式マスコットキャラクター「たかっき・はたっき」を一人でも多くの人に知ってもらい、それ
をきっかけに「たかはた」を知ってもらえるように町の PRをしていきます。
　ぜひみなさん「たかっき・はたっき」に会いに来てください。

熱中小学校

“ たかはた歴史散歩 ”

第 1回『亀岡文殊堂を歩く』の開催

▶日時╱６月 18日（土）　13時 30分から（約２時間）

▶場所╱亀岡文殊堂、大聖寺など

　　　　※参加費無料　　※事前に申し込みください

▶申込締切╱６月 13日（月）まで

▶問合せ先╱町教育委員会社会教育課文化係　☎（52）４４７２

屋代児童館保育補助職員（常勤）募集
雇用期間 年齢要件 賃　金 就業時間

必要な免許
資 格 等

募集人数 試験内容等
募集要項配布・
申込・問合せ先

採用日～

平成 29年３月 31日
不問

時給

1,040 円～

1,200 円

７時 15 分～ 19
時までの間で 7.5
時間の勤務を割

り振る

保育士 ２人
書類選考

および面接

町教育総務課

☎（52）３０３１
町ホームページからダ

ウンロードできます

　６月から 10月まで、毎月１回、高畠町の “ いいところ ” を見て歩く講座、“ たかはた歴史散歩 ” を開催
します。第 1回は、亀岡文殊堂です。
　亀岡文殊堂は、『もんじゅ様』として親しまれ、町民の方なら一度は訪れたことのある場所として、とて
も身近な存在です。もちろん、町外・県外からの観光客も多く、高畠町を代表する観光地となっています。
亀岡文殊堂とその周辺には『もんじゅ様』以外にもたくさんの文化遺産が残る歴史の宝庫です。
　“歩いて ” “ 見る ” ことで、驚きの発見があるかもしれません。
　高畠町の “いいところ ”を知る絶好の機会です。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。
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OOKS

　うどん対ラーメン　　　　　田中　六大／講談社　
　

　「うどんとラーメン、どちら

がおいしいか決めようではあ

りませんか」 ある日、うどんの

家に、ラーメンから挑戦状が

届いた。戦いの地平に見えた

結末とは…。

新着図書

は休館日

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

高畠町立図書館
☎（52）４４９３
６月の開館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

　辛夷の花　　　　　　　　　　葉室　麟／徳間書店

　小竹藩の勘定奉行・澤井家の志

桜里は近習の船曳栄之進に嫁い

で 3年、実家に戻されていた。藩

政を巡る闘いが火を噴きつつある

頃、隣家に剣を紐で縛り“抜かず

の半五郎”と呼ばれる藩士が越し

てきて…。

◇アンと青春　　　　　　　　　　坂本　司／光文社
◇拳の先　　　　　　　　　　角田　光代／文藝春秋
◇親と子の心のパイプは、うまく流れていますか？　
　　　　　　　　　　　　明橋　大二／１万年堂出版
◇気仙沼ミラクルガール　　　五十嵐　貴久／幻冬舎
◇ 10 分で作れる！やせるおつまみ　　　　　
　　　　　　　　　　　　　金丸　絵里加／枻出版社

◇はるやさいのはるやすみ　林　木林／ひかりのくに
◇かあちゃんえほんよんで　
　　　　　　　　　　　　かさい　まり／絵本塾出版
◇くつあらいましょう　　　　　　            　　　　
　　　　　　　くすのき　しげのり／廣済堂あかつき
◇図書館脱出ゲーム（上 ･下）
　　　　　 クリス・グラベンスタイン／ KADOKAWA
◇ケンガイにっ！　　　高森　美由紀／フレーベル館

図書館に
行かなくちゃ

南陽市青少年育成市民会議合同研修会

「ひとりのハートが世界を変えられる」

▶講師╱加藤健一氏（Gratitude 代表）
▶期日╱７月２日（土）　　▶場所╱南陽市文化会館　  小ホール
▶時間╱ 14 時 20 分～　　▶問合せ先╱置賜教育事務所

　☎０２３８（88）８２４２          

無
 料

　障がいの有無に隔てられることのない「誰もが住みよいまち」をつくる
ため、心のバリアフリーのあり方についてわかりやすく学べる研修会です。

借りた本は大切に扱いましょう。

もし、破れたりしたらセロハン

テープなどで直さないで、図書

館カウンターにお伝えください。

図書館からの
お 願 い ！

○内容╱自分の大切なぬいぐるみを図書館にお泊りさせてみませんか。
　　　　夜の図書館で、ぬいぐるみたちはどんなふうにすごすのかな？
　　　　お泊りの様子は、写真に収めてプレゼントします。

　　　　ぬいぐるみのお預かり╱ 6 月 17 日（金）～ 18 日（土）午前中まで
　　　　ぬいぐるみのお渡しとお話し会╱６月 19 日（日）13 時 30 分～

○申込締切╱高畠町立図書館　　6月 15 日（水）まで
　　　　　　（対象：3歳～小学生 2年　先着 10 名）

　６月といえばジューンブライドですよね。そこで既婚者も未婚者も楽し
める「結婚」をテーマにした本を紹介します。新たな本の発見があるかも。
　（主な展示本）
　・話を聞かない男、地図が読めない女　　
　・それを愛とまちがえるから　　　　　　
　・そうか、もう君はいないのか

今月の企画展
This month's exhibition「結婚は素晴らしい？

　　　それとも人生の墓場 !?」

☆ぬいぐるみお泊り会

平成 28 年度置賜地区青少年育成連絡協議会・置賜社会教育振興会
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亡
き
主
人
の
夢
を
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て

　

ま
た
涙
が
涙
が
爆は

ぜ
た

災
害
豪
雨
に
出
遭あ

っ
て
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
人
は
皆
そ
う
な
の
か

　

鍵
東
京
都（
高
畠
町
出
身
）　　
　

　

佐
野
高
恵

風
に
吹
か
れ
て

一
本
柳　

中
手
保
子

お
は
よ
う　

散
歩
に
行
こ
う
か

愛
犬
は
目
を
輝
か
せ
る

数
年
前
と
比
べ
た
ら　

ほ
ん
と
に
短

い
距
離
だ

時
々
つ
ま
ず
く　

で
も
人
に
会
え
ば

尻
尾
を
振
っ
て
う
れ
し
そ
う

長
い
耳
は
風
に
揺
れ　

女
の
子
の
よ
う

遠
く
の
山
　々

広
々
と
し
た
田
園

四
月
の
風　

本
当
に
爽さ
わ

や
か
で
気
持

ち
が
い
い

散
歩
中
の
光
景
は
ど
の
よ
う
に
映
る

の
だ
ろ
う　

し
ゃ
が
ん
で
見
た

意
外
に
風
も
穏
や
か　

更
に
広
々
と

し
た
視
界
、
う
ー
ん
犬
の
視
点
も
悪

く
な
い

並
ん
で
見
る

も
う
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か

お
や
つ
が
待
っ
て
い
る　

明
日
も
又

来
よ
う
ね

（評
）犬
を
人
と
同
じ
よ
う
に
扱
い
可

愛
が
っ
て
い
る
。
長
い
つ
き
合
い
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
犬
と
同
じ
目

線
で
並
ん
で
見
る
、
そ
れ
が
そ
の
証

拠
。
素
直
な
話
。
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欄
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で
。
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柳
、
俳
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、
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部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
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枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
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て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【次回〆切り日】
詩・川柳とも
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熱
心
に
母
と
い
う
字
を
書
き
ま
し
た

愛
を
込
め
れ
ば
お
母
さ
ん
と
い
う
字

私
は
母
と
い
う
字
を
書
い
て
い
ま
す

一
画
、
二
画
、
三
画

た
っ
た
五
画
で
書
け
る
は
ず
な
の
に

手
が
ふ
る
え
て
き
ま
す

ペ
ン
が
途
中
で
止
ま
り
ま
す

母
と
い
う
字
を
細
く
、
小
さ
く
書
き

ま
す

お
勝
手
に
立
つ
お
母
さ
ん

野
良
で
働
く
お
母
さ
ん

貫
禄
つ
け
て
一
つ
丸
く
書
く

母
と
い
う
字
は
む
ず
か
し
い

割
烹
着
の
袖
を
濡ぬ

ら
し
た
遠
い
日

土
の
に
お
い
の
す
る
母

母
と
い
う
字
は
悲
し
い
字

母
と
い
う
字
は
嬉
し
い
字

お
亡
母
さ
ん
、
今
ど
こ
に
…
…

（評
）「
涙
二
粒
」
は
削
除
し
た
。
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と
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は
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○申込締切╱高畠町立図書館　　6月 15 日（水）まで
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める「結婚」をテーマにした本を紹介します。新たな本の発見があるかも。
　（主な展示本）
　・話を聞かない男、地図が読めない女　　
　・それを愛とまちがえるから　　　　　　
　・そうか、もう君はいないのか

今月の企画展
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　　　それとも人生の墓場 !?」
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平成 28 年度置賜地区青少年育成連絡協議会・置賜社会教育振興会

次
回
課
題
：「
和
」

「
鬼
」

眠
っ
て
い
た
い
の
に

　

眠
っ
て
い
た
い
の
に

亡
き
主
人
の
夢
を
見
て

　

ま
た
涙
が
涙
が
爆は

ぜ
た

災
害
豪
雨
に
出
遭あ

っ
て
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
人
は
皆
そ
う
な
の
か

　

鍵
東
京
都（
高
畠
町
出
身
）　　
　

　

佐
野
高
恵

風
に
吹
か
れ
て

一
本
柳　

中
手
保
子

お
は
よ
う　

散
歩
に
行
こ
う
か

愛
犬
は
目
を
輝
か
せ
る

数
年
前
と
比
べ
た
ら　

ほ
ん
と
に
短

い
距
離
だ

時
々
つ
ま
ず
く　

で
も
人
に
会
え
ば

尻
尾
を
振
っ
て
う
れ
し
そ
う

長
い
耳
は
風
に
揺
れ　

女
の
子
の
よ
う

遠
く
の
山
　々

広
々
と
し
た
田
園

四
月
の
風　

本
当
に
爽さ
わ

や
か
で
気
持

ち
が
い
い

散
歩
中
の
光
景
は
ど
の
よ
う
に
映
る

の
だ
ろ
う　

し
ゃ
が
ん
で
見
た

意
外
に
風
も
穏
や
か　

更
に
広
々
と

し
た
視
界
、
う
ー
ん
犬
の
視
点
も
悪

く
な
い

並
ん
で
見
る

も
う
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か

お
や
つ
が
待
っ
て
い
る　

明
日
も
又

来
よ
う
ね

（評
）犬
を
人
と
同
じ
よ
う
に
扱
い
可

愛
が
っ
て
い
る
。
長
い
つ
き
合
い
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
犬
と
同
じ
目

線
で
並
ん
で
見
る
、
そ
れ
が
そ
の
証

拠
。
素
直
な
話
。

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【次回〆切り日】
詩・川柳とも
６月30日㈭

熱
心
に
母
と
い
う
字
を
書
き
ま
し
た

愛
を
込
め
れ
ば
お
母
さ
ん
と
い
う
字

私
は
母
と
い
う
字
を
書
い
て
い
ま
す

一
画
、
二
画
、
三
画

た
っ
た
五
画
で
書
け
る
は
ず
な
の
に

手
が
ふ
る
え
て
き
ま
す

ペ
ン
が
途
中
で
止
ま
り
ま
す

母
と
い
う
字
を
細
く
、
小
さ
く
書
き

ま
す

お
勝
手
に
立
つ
お
母
さ
ん

野
良
で
働
く
お
母
さ
ん

貫
禄
つ
け
て
一
つ
丸
く
書
く

母
と
い
う
字
は
む
ず
か
し
い

割
烹
着
の
袖
を
濡ぬ

ら
し
た
遠
い
日

土
の
に
お
い
の
す
る
母

母
と
い
う
字
は
悲
し
い
字

母
と
い
う
字
は
嬉
し
い
字

お
亡
母
さ
ん
、
今
ど
こ
に
…
…

（評
）「
涙
二
粒
」
は
削
除
し
た
。

「
世
に
季
節
が
あ
る
よ
う
に
、
親
と

の
関
わ
り
方
も
移
り
変
わ
る
。
お
母

さ
ん
が
す
べ
て
だ
と
感
じ
る
幼
い
と

き
は
、そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
。」（「
天

声
人
語
」
５
月
８
日
）
亡
母
と
な
っ

て
の
こ
の
幼
な
子
に
似
た
思
い
。

母

大
河
原
京
子

枯

柳

山

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

髙
橋
と
く
江

本
田
敏
朗

太
田
邦
緒

山
村
和
子

山
中
よ
し

川
村
祐
一

濱
田
さ
だ
子

渡
部
美
代
子

佐

藤　

順

秋

葉　

徹

川
井
み
よ

佐
藤
津
多

鏡　

た
か
子

大
槻
京
子

佐
々
木
美
峰

村
上
禅
月

菅
野
信
一

御
田
俊
坊

選

者

詠

元

町

一
本
柳

福

沢

二
井
宿

深

沼

相

森

福

沢

福

沢

旭

町

二
井
宿

馬

頭

深

沼

一
本
柳

石

岡

福

沢

上
和
田

亀

岡

高

畠

高

安

金

原

二
井
宿

日
々
の
中
鬼
と
善
が
葛
藤
し

三
途
川
鬼
の
迎
え
に
い
や
と
云
う

鬼
嫁
と
鬼
婆ば

ば

の
住
む
我
が
家
で
す

耳
あ
け
に
福
は
内
で
す
鬼
は
外

豆
ま
き
や
鬼き

し
ぼ
じ
ん

子
母
神
信
者
蚊か

や帳
の
外

赤
鬼
も
青
鬼
も
や
さ
し
ひ
ろ
す
け
は

広
介
の
童
話
の
鬼
は
優
し
い
ね

昭
和
っ
子
遊
び
と
い
え
ば
鬼
ご
っ
こ

鬼
瓦
睨に

ら

み
利
か
せ
ぬ
大
地
震

懐
か
し
い
幼
き
頃
の
鬼
ご
っ
こ

西
日
受
け
歯
を
食
い
し
ば
る
鬼
瓦

ま
ほ
ろ
ば
は
泣
い
た
赤
鬼
生
誕
地

鬼
に
で
も
笑
顔
で
迎
え
る
お
ら
が
町

赤
と
青
町
の
シ
ン
ボ
ル
鬼
話

鬼
ゴ
ッ
コ
曾ひ

孫
の
群
に
仲
間
入
り

時
に
夜や

し
ゃ叉
時
に
は
菩
薩
母
の
愛

人
も
良
い
鬼
の
古
里
た
か
は
た
に

オ
レ
オ
レ
詐
欺
鬼
に
も
蛇じ

ゃ

に
も
早
変
り

釈
迦
諭さ

と

し
悪
魔
が
神
に
鬼
子
母
神

鬼
の
鞭む

ち

た
ま
に
は
あ
っ
た
母
の
愛

鬼
に
な
り
仏
に
も
な
り
母
の
愛

暖
か
い
母
に
も
あ
っ
た
鬼
の
鞭

さ
あ
ー
外
に
出
ま
し
ょ
う

暖
か
い
空
気
と
お
日
さ
ま

お
部
屋
の
空
気
を
吐
き
出
し
て

甘
い
外
の
空
気
を
吸
い

優
し
い
お
日
さ
ま
の
光
を
あ
び

ひ
と
冬
の
体
の
中
の
毒
を

思
い
切
り
吐
き
出
し
ま
し
ょ
う

思
い
切
り
両
手
を
広
げ

春
を
取
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う

何
ヶ
月
も
雪
の
中
で
ジ
ッ
と

土
の
外
に
顔
を
出
し
て

取
っ
て
く
れ
る
の
待
っ
て
い
る

年
に
た
っ
た
一
度
の
御
馳
走

ほ
ろ
苦
い
過
去
の
味

な
ぜ
か
胃
の
中
が
ス
ー
ッ
と
す
る

春
の
味
だ
そ
れ
は
何
…
？

野
に
山
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ

（評
）
春
到
来
の
喜
び
が
率
直
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。
閉
ざ
さ
れ
て
い
た

冬
か
ら
の
開
放
感
が
、
明
る
く
生
命

に
満
ち
た
自
然
へ
と
開
放
さ
れ
る
。

春
を
食
べ
る

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子

長
い
年
月
を
か
け
て
忘
れ
よ
う
と
し

て
い
た
の
に

頭
の
中
に
忘
れ
切
れ
な
い
鍵
が
あ
る

主
人
と
の
思
い
出
の
引
き
出
し
の
鍵

誰
が
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

神
様
が
持
っ
て
い
て
た
ま
に
開
け
る

の
だ
ろ
う
か

人
間
一
人
の
生
命
の
重
さ
を
知
り
ま

し
た

（評
）夢
、
思
い
出
、
亡
き
主
人
、
鍵

の
組
み
合
わ
せ
が
お
も
し
ろ
い
。
同

時
に
切
な
さ
が
ひ
し
と
伝
わ
る
。
詩

は
や
は
り
比
喩
が
効
果
的
。

馬
頭　

渡
部
美
代
子

秀〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃客〃〃〃〃人地天軸
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INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

飲酒運転は重大で
悪質な犯罪です

問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

６月1日から６月 10 日は、飲酒運転撲滅強化旬
間です。

　飲酒運転をすると刑事処分や行政処分を受けるだけ
でなく、解雇や地域から孤立（社会的制裁）、家庭の
崩壊をもおこしかねません。
　家庭、地域、職場から飲
酒運転を絶対に出さないよ
う声を掛け合いましょう。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 33（－７） １（±０） 42（－６）

南陽市 76（＋９） １（＋１） 115（＋23）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成28年４月30日現在の交通事故発生状況

お知らせ

忘れていませんか？
交通災害共済

問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

交通災害共済は、みなさんに会費を出していただ
き、交通事故によって死亡したり、けがをした

ときに見舞金をお支払いする相互扶助制度です。
▶加入できる方／高畠町に住民登録をしている方。（就
　学のために県外および県内の他市町村に住所を有す
　る学生の方も加入できます）
▶申込期間／６月１日㈬から６月 30 日㈭まで
▶共済期間／７月１日㈮から平成 29年６月 30日㈮まで
　（中途加入の場合は会費納入の日から平成 29 年６
　月 30 日まで）
▶申込書／平成 27 年度に加入された世帯には、申込
　書を郵送いたします。
　平成 28 年度新規加入を希望される場合は、生活環
　境課にご連絡ください。
▶請求について／
――　請求は事故発生から１年以内です　――

　請求用紙・診断書様式等は町役場に備えてあります。

※「交通災害共済」は、交通事故が対象です。

お知らせ

狩猟免許取得者
取得経費の支援

問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

鳥獣による農作物および人的被害の対応策として、
有害鳥獣を捕獲するために必要な狩猟免許の取

得に要する経費について、支援を行います。
▶補助対象要件／
①平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日の期間で
　新規に狩猟免許を取得した者
　ただし、補助金申請にかかる基準日は鉄砲所持許可
　の交付年月日とする。
②免許取得後は赤湯猟友会に入会し、高畠町鳥獣被害
　対策実施隊に参加するほか、町内の有害鳥獣捕獲等
　に積極的に従事する者
③町税に滞納がない者
▶補助金の額／狩猟免許取得、鉄砲所持許可および許　
　可申請等に要した経費の上限 12 万円
▶その他／申込み多数の場合は予算の範囲内および有
　害鳥獣による被害状況を考慮のうえ決定させていた
　だきますのでご了承ください。
▶申込締切／平成 29 年３月 31 日㈮

お知らせ

有害鳥獣対策
防護柵設置の支援

問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

農家等の方が猿等の農作物被害を防止するために
設置する防護柵の設置費用に対し、支援を行い

ます。
▶補助対象要件／町内に住所を有し、現に猿等の被害
　を受け、または被害を受ける恐れがあるとして、新
　たに防護柵を設置される方
▶補助金の額／防護柵の設置に要した費用の２分の１
　以内で上限 20 万円
▶その他／申込み多数の場合は予算の範囲内および被
　害状況を考慮のうえ決定させていただきますのでご
　了承ください。
▶申込締切／９月 30 日㈮

高畠町からのおしらせ

お 願 い

経済センサス活動調査
問町総務課情報統計係　　　　　☎（52）１７３４

インターネット回答が便利です！
　６月１日を調査日として「平成 28 年経済センサス
活動調査」を実施しています。該当する事業所には、
５月中に調査員がお伺いし調査の説明と調査票の配布
を行いました。回答の方法は、調査票に記入し調査員
に提出するか、インターネット回答の二通りです。調
査票を提出する場合は６月中旬までに調査員が回収に
参ります。インターネットで回答される場合は、24
時間いつでも入力でき、回答期限は６月７日までと
なっております。この調査は、全国すべての事業所お
よび企業が対象であり、ご回答いただいた内容は、統
計以外の目的での使用は法律によって固く禁じられて
いますので、安心してご回答ください。期限内の回答
にご協力をお願いします。

募　　集

シングルトン交流 20周年
記念訪問  参加者募集
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

高畠町の友好都市であるオーストラリア・シング
ルトンとの交流が開始されてから 20 周年の節

目を迎えました。
　これを記念して町を代表する訪問団が現地を訪問し
ます。シングルトンのみなさんと交流してみませんか？
　今回は、通常の一般公募のほか、「青年人材育成枠」
として青年層からの参加者も募ります。シングルトン
を訪問したことのない方でも、国際交流に興味がある
方はぜひご参加ください。
▶訪問先／オーストラリア（シングルトン・シドニーほか）
▶期間／ 11 月７日㈪～ 11 月 13 日㈰  ７日間
▶募集人数／一 般公募枠　最大 20 人
　　　　　　青年人材育成枠　最大２人
▶費用／一般公募枠　30 ～ 36 万円
　　　　青年人材育成枠　20 ～ 26 万円
　※参加人数により変動します。（募集締切後に確定）
▶募集期間／６月１日㈬～６月 24 日㈮ ※郵送の場合
　は 24 日必着

募　　集

警告メッセージ機能付き
通話録音機のモニター募集
問町生活環境課　　　　　　　　☎（52）１５７７

▶期間／７月上旬～ 12 月 31 日㈯　無料でご利用い
　ただけますが、別途電気代が発生します。
▶貸出台数／２台（申込み多数の場合は、抽選により
　決定します）
▶対象者／町内にお住まいの 65 歳以上の方
　機器の使用に関するアンケートに回答できる方
▶申込締切／６月 24 日㈮
▶申込方法／「通話録音機貸与申込書」（町生活環境
　課備付）を提出してください。

お知らせ

山でのクマ・イノシシに
ご注意ください
問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

行楽や山菜採り、きのこ採りなどで山に入る場合
は、クマに出会う危険性があります。近年増加

傾向にあるイノシシも同様、次のことに十分気をつけ
ましょう。

☞クマから見れば、森林は自分の領分。人は侵入者。
　山菜等を探すのに夢中で周囲への注意が散漫になる
　と、クマと遭遇することになりますので、周囲に十
　分注意してください。

☞音の出る物で、人の存在をクマに知らせましょう。
　山に入るときはラジオやクマ避けの鈴など、音の出
　る物を持って入りましょう。

☞子連れのクマに注意してください。
　子グマを見たら、近くに母グマがいると思ってくだ
　さい。周囲に注意しながら、できるだけ早く遠ざか
　りましょう。

☞食べ残しやゴミを山に残さないでください。
　これらはクマを呼び寄せる大変危険な行為になりま
　すので、食べ物や食べ物の包装（ガムなどの包み紙
　も含む）などのゴミは必ず持ち帰ってください。

※事業の詳細および申込方法は、募集要項（町中央公民
館、各地区公民館で配布）をご覧ください。
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INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

飲酒運転は重大で
悪質な犯罪です

問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

６月1日から６月 10 日は、飲酒運転撲滅強化旬
間です。

　飲酒運転をすると刑事処分や行政処分を受けるだけ
でなく、解雇や地域から孤立（社会的制裁）、家庭の
崩壊をもおこしかねません。
　家庭、地域、職場から飲
酒運転を絶対に出さないよ
う声を掛け合いましょう。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 33（－７） １（±０） 42（－６）

南陽市 76（＋９） １（＋１） 115（＋23）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成28年４月30日現在の交通事故発生状況

お知らせ

忘れていませんか？
交通災害共済

問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

交通災害共済は、みなさんに会費を出していただ
き、交通事故によって死亡したり、けがをした

ときに見舞金をお支払いする相互扶助制度です。
▶加入できる方／高畠町に住民登録をしている方。（就
　学のために県外および県内の他市町村に住所を有す
　る学生の方も加入できます）
▶申込期間／６月１日㈬から６月 30 日㈭まで
▶共済期間／７月１日㈮から平成 29年６月 30日㈮まで
　（中途加入の場合は会費納入の日から平成 29 年６
　月 30 日まで）
▶申込書／平成 27 年度に加入された世帯には、申込
　書を郵送いたします。
　平成 28 年度新規加入を希望される場合は、生活環
　境課にご連絡ください。
▶請求について／
――　請求は事故発生から１年以内です　――

　請求用紙・診断書様式等は町役場に備えてあります。

※「交通災害共済」は、交通事故が対象です。

お知らせ

狩猟免許取得者
取得経費の支援

問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

鳥獣による農作物および人的被害の対応策として、
有害鳥獣を捕獲するために必要な狩猟免許の取

得に要する経費について、支援を行います。
▶補助対象要件／
①平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日の期間で
　新規に狩猟免許を取得した者
　ただし、補助金申請にかかる基準日は鉄砲所持許可
　の交付年月日とする。
②免許取得後は赤湯猟友会に入会し、高畠町鳥獣被害
　対策実施隊に参加するほか、町内の有害鳥獣捕獲等
　に積極的に従事する者
③町税に滞納がない者
▶補助金の額／狩猟免許取得、鉄砲所持許可および許　
　可申請等に要した経費の上限 12 万円
▶その他／申込み多数の場合は予算の範囲内および有
　害鳥獣による被害状況を考慮のうえ決定させていた
　だきますのでご了承ください。
▶申込締切／平成 29 年３月 31 日㈮

お知らせ

有害鳥獣対策
防護柵設置の支援

問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

農家等の方が猿等の農作物被害を防止するために
設置する防護柵の設置費用に対し、支援を行い

ます。
▶補助対象要件／町内に住所を有し、現に猿等の被害
　を受け、または被害を受ける恐れがあるとして、新
　たに防護柵を設置される方
▶補助金の額／防護柵の設置に要した費用の２分の１
　以内で上限 20 万円
▶その他／申込み多数の場合は予算の範囲内および被
　害状況を考慮のうえ決定させていただきますのでご
　了承ください。
▶申込締切／９月 30 日㈮

高畠町からのおしらせ

お 願 い

経済センサス活動調査
問町総務課情報統計係　　　　　☎（52）１７３４

インターネット回答が便利です！
　６月１日を調査日として「平成 28 年経済センサス
活動調査」を実施しています。該当する事業所には、
５月中に調査員がお伺いし調査の説明と調査票の配布
を行いました。回答の方法は、調査票に記入し調査員
に提出するか、インターネット回答の二通りです。調
査票を提出する場合は６月中旬までに調査員が回収に
参ります。インターネットで回答される場合は、24
時間いつでも入力でき、回答期限は６月７日までと
なっております。この調査は、全国すべての事業所お
よび企業が対象であり、ご回答いただいた内容は、統
計以外の目的での使用は法律によって固く禁じられて
いますので、安心してご回答ください。期限内の回答
にご協力をお願いします。

募　　集

シングルトン交流 20周年
記念訪問  参加者募集
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

高畠町の友好都市であるオーストラリア・シング
ルトンとの交流が開始されてから 20 周年の節

目を迎えました。
　これを記念して町を代表する訪問団が現地を訪問し
ます。シングルトンのみなさんと交流してみませんか？
　今回は、通常の一般公募のほか、「青年人材育成枠」
として青年層からの参加者も募ります。シングルトン
を訪問したことのない方でも、国際交流に興味がある
方はぜひご参加ください。
▶訪問先／オーストラリア（シングルトン・シドニーほか）
▶期間／ 11 月７日㈪～ 11 月 13 日㈰  ７日間
▶募集人数／一 般公募枠　最大 20 人
　　　　　　青年人材育成枠　最大２人
▶費用／一般公募枠　30 ～ 36 万円
　　　　青年人材育成枠　20 ～ 26 万円
　※参加人数により変動します。（募集締切後に確定）
▶募集期間／６月１日㈬～６月 24 日㈮ ※郵送の場合
　は 24 日必着

募　　集

警告メッセージ機能付き
通話録音機のモニター募集
問町生活環境課　　　　　　　　☎（52）１５７７

▶期間／７月上旬～ 12 月 31 日㈯　無料でご利用い
　ただけますが、別途電気代が発生します。
▶貸出台数／２台（申込み多数の場合は、抽選により
　決定します）
▶対象者／町内にお住まいの 65 歳以上の方
　機器の使用に関するアンケートに回答できる方
▶申込締切／６月 24 日㈮
▶申込方法／「通話録音機貸与申込書」（町生活環境
　課備付）を提出してください。

お知らせ

山でのクマ・イノシシに
ご注意ください
問町産業経済課企画農政係　　　☎（52）１８２７

行楽や山菜採り、きのこ採りなどで山に入る場合
は、クマに出会う危険性があります。近年増加

傾向にあるイノシシも同様、次のことに十分気をつけ
ましょう。

☞クマから見れば、森林は自分の領分。人は侵入者。
　山菜等を探すのに夢中で周囲への注意が散漫になる
　と、クマと遭遇することになりますので、周囲に十
　分注意してください。

☞音の出る物で、人の存在をクマに知らせましょう。
　山に入るときはラジオやクマ避けの鈴など、音の出
　る物を持って入りましょう。

☞子連れのクマに注意してください。
　子グマを見たら、近くに母グマがいると思ってくだ
　さい。周囲に注意しながら、できるだけ早く遠ざか
　りましょう。

☞食べ残しやゴミを山に残さないでください。
　これらはクマを呼び寄せる大変危険な行為になりま
　すので、食べ物や食べ物の包装（ガムなどの包み紙
　も含む）などのゴミは必ず持ち帰ってください。

※事業の詳細および申込方法は、募集要項（町中央公民
館、各地区公民館で配布）をご覧ください。
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燃費がよくなる運転のコツ　教えます

　ちょっとしたことで大幅に燃費が
向上し、ガソリン代が節約できます。
実際に車に乗ってエコドライブの
コツをつかんでみましょう。
　すでにエコドライブなんて実践
している！と思っている人でも効
果があります。

▶日　時╱６月14日㈫ ①９時30分～12時
　　　　　　　　　　  ②13時30分～16時
　　　　　６月15日㈬ ③13時30分～16時
▶場　所╱町中央公民館（役場中央玄関前集合）
▶受講料╱無料
▶持ち物╱運転免許証
▶定　員╱10人

えっ！ホント？

「エコドライブ」で

年間 約１万円 もお得！？

※運転していただく車はレンタカー（ＡＴ車）です。

燃費がよくなる運転のコツ　教えます

　ちょっとしたことで大幅に燃費が ▶日　時╱６月14日㈫ ①９時30分～12時

エコドライブ講習会 受講者募集！エコドライブ教習会 受講者募集！

▶申込・問合せ先╱町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

みんなで「COOL CHOICE」しよう！
～未来への種まき　100年先へ～

寒河江町長が「COOL CHOICE（＝賢い選択）」を宣言！
　COOL CHOICE（クールチョイス）とは、日常の様々な場面にお
いて一人ひとりが「賢い選択」をすることで、地球温暖化対策に
取り組もうという国民運動です。
　高畠町では「100年先の未来もみんなが輝き、安心して住み続
けられる町」を目指して、「環境にやさしいまちづくり」に取り組
んでいます。
　未来の子どもたちが無邪気に笑って過ごせるように、高畠町
はCOOL CHOICE（＝賢い選択）に賛同し、町民のみなさんととも
に、環境にやさしいライフスタイルを推進していくことを宣言
します。

　日ごろの運転を少し変え、エコドライブでCO2排出を削減す
る。これも立派な「COOL CHOICE」です。
　町では、これまでエコドライブの普及を目的に、毎年教習会を
開催してきました。これまで受講した方は延べ1,848人に上り
ます。
　今年はエコドライブの推進に取り組んで10年目という節目
の年となることから、更に多くのみなさんにエコドライブに取
り組んでいただけるよう、６月から平成29年２月までの期間で
「エコドライブ推進キャンペーン」を実施します。
　「環境」にも「お財布」にも「人」にも優しいエコドライブで、一
緒に「COOL CHOICE」を始めましょう！

こんなことも「COOL CHOICE」です！
♪ 照明は LED 照明に切り替える

♪ 車の買い替えはエコカーを選ぶ

♪ 家電の買い替えはエコ家電を選ぶ

♪ 車ではなく自転車に乗る

♪ マイバックを持参する

ク ー ル チ ョ イ ス
６月は環境月間です

エコドライブで「COOL CHOICE」

広 告

ごみを収集所に出すときの注意点など
１　収集日の午前８時まで出してください。
　　（前日から出さない。） 
２　指定のごみ袋、専用のコンテナに出してください。 
３　分別していないごみ、二重袋のごみ、氏名の
　　書かれていないごみは回収しません。 
 （クリーニングの衣紋掛け、プラスチック製密閉容
器は「プラスチック製容器包装（黄色）」ではなく
「製品」なので「燃やせないごみ（緑）」へ）

町では廃棄物の適正処理のため、年１回粗大ごみの回収を行っ
ています。千代田クリーンセンターに粗大ごみを「車がなくて運べ
ない」、「平日に運べない」方のために町で回収します。

▶回収対象品
家庭から出たごみで、指定袋に入らないもの、または重いもの
○小型・中型（１辺が１ｍ未満で 30㎏未満のもの）…300 円（証紙１枚）
○大型（１辺が２ｍ未満で 60㎏未満のもの）…600 円（証紙２枚）
○特大（１辺が２ｍ以上または 60㎏以上のもの）…900 円（証紙３枚）
※注意　次のものは回収できません
☆リサイクルが義務となるもの
・パソコン、テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機
☆産業廃棄物　・農機具、農業用ビニール、業務用機械など
☆千代田クリーンセンターで処理できないもの
・オートバイ、古タイヤ、解体家屋廃材、ガスボンベなど
《申込期間》６月 13日㈪～６月 22日㈬の平日
                 　    午前９時～正午、  午後１時～午後４時

粗大ごみ回収のお知らせ
①廃棄したいものの品目（大きさ・重さ）、数を確
　認します。
（１回に出せるのは、１家庭５品までです。）
②「町生活環境課衛生係」に電話で申込みます。

受付電話番号／（52）１５９６
③指定袋取扱店で、「粗大ごみ用証紙（ステッカー
１枚300円）」を必要な枚数購入します。

④「粗大ごみ用証紙」に集落名と氏名を記入し、
粗大ごみの見えやすいところに貼り、回収日の
午前８時まで自宅前に出します。
・家の中まで入っての回収は行いません。
・雨が降りそうなときは、濡れないように
   シートなどで覆ってください。
・回収車（４t車）が自宅前まで入ることができな
い場合は車が入れる場所まで出してください。
・アパートなど集合住宅は、１階の出入り口
   付近または駐車場に出してください。

【注意】
※石油などが入っているものは必ず石油を抜き
取ってください。

※ガラス、乾電池、蛍光管がついているものは
必ず取り外してください。

～粗大ごみの出し方～

高畠・二井宿地区　６月28日㈫
屋代・糠野目地区　６月29日㈬
亀岡・和田地区　６月30日㈭

♦回収日

回収時間は午前８時～午後４時です。立会いの必要はありません。

●申請受付期間／
　６月１日㈬～６月30日㈭
●申請場所／町生活環境課衛生係
※印鑑をお持ちください。
※数量に達し次第終了です。

　◆補助対象処理機と補助額
①地上据置型コンポスト 2,000円／基
②機械式(電気式)処理機 5,000円／基
※１世帯１基に限ります。

　※既に購入したものは対象となりません。
　※町指定の店舗にお持ちいただき、補助券を出
　   して購入します。
　※電話での申込みは受け付けていません。

生ごみは堆肥にしよう！ ＊生ごみ処理機の購入助成＊ ◎
問
合
せ
先
／

町
生
活
環
境
課
衛
生
係

☎
52
１
５
９
６

４　商店、飲食店、事業所など、営業活動から出た
　ごみは回収しません。 
（農業用ビニール等は購入先にお問い合わせください。） 
５　ごみのポイ捨て、不法投棄は絶対ダメです。ルー
ルに従ってごみを処分しましょう。

６　無料回収業者にご注意ください。壊れた小型家電
品等を集める業者がいますが、法律違反です。
高畠町の許可がある業者か確認したうえで処分
しましょう。

広 告

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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燃費がよくなる運転のコツ　教えます

　ちょっとしたことで大幅に燃費が
向上し、ガソリン代が節約できます。
実際に車に乗ってエコドライブの
コツをつかんでみましょう。
　すでにエコドライブなんて実践
している！と思っている人でも効
果があります。

▶日　時╱６月14日㈫ ①９時30分～12時
　　　　　　　　　　  ②13時30分～16時
　　　　　６月15日㈬ ③13時30分～16時
▶場　所╱町中央公民館（役場中央玄関前集合）
▶受講料╱無料
▶持ち物╱運転免許証
▶定　員╱10人

えっ！ホント？

「エコドライブ」で

年間 約１万円 もお得！？

※運転していただく車はレンタカー（ＡＴ車）です。

エコドライブ講習会 受講者募集！エコドライブ教習会 受講者募集！

▶申込・問合せ先╱町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

みんなで「COOL CHOICE」しよう！
～未来への種まき　100年先へ～

寒河江町長が「COOL CHOICE（＝賢い選択）」を宣言！
　COOL CHOICE（クールチョイス）とは、日常の様々な場面にお
いて一人ひとりが「賢い選択」をすることで、地球温暖化対策に
取り組もうという国民運動です。
　高畠町では「100年先の未来もみんなが輝き、安心して住み続
けられる町」を目指して、「環境にやさしいまちづくり」に取り組
んでいます。
　未来の子どもたちが無邪気に笑って過ごせるように、高畠町
はCOOL CHOICE（＝賢い選択）に賛同し、町民のみなさんととも
に、環境にやさしいライフスタイルを推進していくことを宣言
します。

　日ごろの運転を少し変え、エコドライブでCO2排出を削減す
る。これも立派な「COOL CHOICE」です。
　町では、これまでエコドライブの普及を目的に、毎年教習会を
開催してきました。これまで受講した方は延べ1,848人に上り
ます。
　今年はエコドライブの推進に取り組んで10年目という節目
の年となることから、更に多くのみなさんにエコドライブに取
り組んでいただけるよう、６月から平成29年２月までの期間で
「エコドライブ推進キャンペーン」を実施します。
　「環境」にも「お財布」にも「人」にも優しいエコドライブで、一
緒に「COOL CHOICE」を始めましょう！

こんなことも「COOL CHOICE」です！
♪ 照明は LED 照明に切り替える

♪ 車の買い替えはエコカーを選ぶ

♪ 家電の買い替えはエコ家電を選ぶ

♪ 車ではなく自転車に乗る

♪ マイバックを持参する

ク ー ル チ ョ イ ス
６月は環境月間です

エコドライブで「COOL CHOICE」

広 告

ごみを収集所に出すときの注意点など
１　収集日の午前８時まで出してください。
　　（前日から出さない。） 
２　指定のごみ袋、専用のコンテナに出してください。 
３　分別していないごみ、二重袋のごみ、氏名の
　　書かれていないごみは回収しません。 
 （クリーニングの衣紋掛け、プラスチック製密閉容
器は「プラスチック製容器包装（黄色）」ではなく
「製品」なので「燃やせないごみ（緑）」へ）

町では廃棄物の適正処理のため、年１回粗大ごみの回収を行っ
ています。千代田クリーンセンターに粗大ごみを「車がなくて運べ
ない」、「平日に運べない」方のために町で回収します。

▶回収対象品
家庭から出たごみで、指定袋に入らないもの、または重いもの
○小型・中型（１辺が１ｍ未満で 30㎏未満のもの）…300 円（証紙１枚）
○大型（１辺が２ｍ未満で 60㎏未満のもの）…600 円（証紙２枚）
○特大（１辺が２ｍ以上または 60㎏以上のもの）…900 円（証紙３枚）
※注意　次のものは回収できません
☆リサイクルが義務となるもの
・パソコン、テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機
☆産業廃棄物　・農機具、農業用ビニール、業務用機械など
☆千代田クリーンセンターで処理できないもの
・オートバイ、古タイヤ、解体家屋廃材、ガスボンベなど
《申込期間》６月 13日㈪～６月 22日㈬の平日
                 　    午前９時～正午、  午後１時～午後４時

粗大ごみ回収のお知らせ
①廃棄したいものの品目（大きさ・重さ）、数を確
　認します。
（１回に出せるのは、１家庭５品までです。）
②「町生活環境課衛生係」に電話で申込みます。

受付電話番号／（52）１５９６
③指定袋取扱店で、「粗大ごみ用証紙（ステッカー
１枚300円）」を必要な枚数購入します。

④「粗大ごみ用証紙」に集落名と氏名を記入し、
粗大ごみの見えやすいところに貼り、回収日の
午前８時まで自宅前に出します。
・家の中まで入っての回収は行いません。
・雨が降りそうなときは、濡れないように
   シートなどで覆ってください。
・回収車（４t車）が自宅前まで入ることができな
い場合は車が入れる場所まで出してください。
・アパートなど集合住宅は、１階の出入り口
   付近または駐車場に出してください。

【注意】
※石油などが入っているものは必ず石油を抜き
取ってください。

※ガラス、乾電池、蛍光管がついているものは
必ず取り外してください。

～粗大ごみの出し方～

高畠・二井宿地区　６月28日㈫
屋代・糠野目地区　６月29日㈬
亀岡・和田地区　６月30日㈭

♦回収日

回収時間は午前８時～午後４時です。立会いの必要はありません。

●申請受付期間／
　６月１日㈬～６月30日㈭
●申請場所／町生活環境課衛生係
※印鑑をお持ちください。
※数量に達し次第終了です。

　◆補助対象処理機と補助額
①地上据置型コンポスト 2,000円／基
②機械式(電気式)処理機 5,000円／基
※１世帯１基に限ります。

　※既に購入したものは対象となりません。
　※町指定の店舗にお持ちいただき、補助券を出
　   して購入します。
　※電話での申込みは受け付けていません。

生ごみは堆肥にしよう！ ＊生ごみ処理機の購入助成＊ ◎
問
合
せ
先
／

町
生
活
環
境
課
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係
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４　商店、飲食店、事業所など、営業活動から出た
　ごみは回収しません。 
（農業用ビニール等は購入先にお問い合わせください。） 
５　ごみのポイ捨て、不法投棄は絶対ダメです。ルー
ルに従ってごみを処分しましょう。

６　無料回収業者にご注意ください。壊れた小型家電
品等を集める業者がいますが、法律違反です。
高畠町の許可がある業者か確認したうえで処分
しましょう。

広 告

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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知
ら
せ

〜
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
〜

河
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
１
回
目
の
屋
代
川
河
川
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
12
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
場
所
／
屋
代
川
堤
防
・
河
川
敷

▼
作
業
内
容
／
堤
防
・
河
川
敷
の
草

　

刈
と
ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
愛
護
会
事
務
局
（
町

　

建
設
課
内
）　　

☎
52
４
４
９
１

屋
代
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

漏
水
調
査
の
た
め
私
有
地
へ
立
ち

入
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
高
畠
・
屋
代
・
和
田

　

・
糠
野
目

▼
期
間
／
６
月
８
日
㈬
〜
12
月
22
日
㈭

▼
立
入
会
社
・
問
合
せ
先
／
東
日
本

　

漏
水
調
査
㈱　
　

☎
37
５
５
２
８

▼
発
注
者
・
問
合
せ
先
／
町
上
下
水

　

道
課
水
道
係　
　

☎
52
２
３
９
２

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
害
期
を
迎
え
、
洪
水
等
の
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
水

防
工
法
技
術
の
習
熟
を
目
的
に
、
消

防
職
・
団
員
１
５
５
人
が
参
加
し
て

水
防
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

町
体
育
協
会
で
は
、
町
内
の
体
育

施
設
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
左
記
の
日
程
で
野
球
場
・
陸

上
競
技
場
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
11
日
㈯
６
時
〜
７
時

▼
持
ち
物
／
軍
手
・
草
取
器
な
ど

▼
集
合
場
所
／
町
陸
上
競
技
場
前

▼
問
合
せ
先
／（
一
社
）高
畠
町
体
育

　

協
会
事
務
局　
　

☎
52
４
４
９
０

除
草
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

障
が
い
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
聴
覚
お
よ
び
肢
体
に
障
が
い
が

あ
る
方
に
対
し
、
県
内
を
巡
回
し
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
補
装
具
等
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
各
種
の
判

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
骨

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　

地
域
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
河
川

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
７
月
３
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
清
掃
河
川
・
水
路
／
小
黒
川
、
和

　

田
川
、砂
川
、土
会
川
、上
有
無
川
、

　

下
有
無
川
、
定
川
、
時
沢
川
、
稲

　

子
川
、
高
安
川
、
奈
良
坂
川
、
下

　

須
川
、
蛭
沢
川
、
野
手
倉
堀
、
八

　

貫
堀
、
さ
だ
掘
、
新
堀
、
一
の
堰

　

水
路
、
二
の
堰
水
路
、
鬼
面
川
、

　

柏
木
目
排
水
路
、
三
軒
屋
水
路
、

　

最
上
川
河
川
敷
糠
野
目
緑
地

▼
作
業
内
容
／
河
川
敷
お
よ
び
堤
防

　

の
草
刈
と
ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
町
建
設
課
建
設
総
務
係　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
９
１

水
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
河
川
敷
内
で
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
６
月
26
日
㈰
10
時
〜

▼
場
所
／
最
上
川
河
川
敷
糠
野
目
緑

　

地
公
園
内

▼
工
法
／
積
み
土
の
う
工
法
・
改
良

　

積
み
土
の
う
工
法
・
月
の
輪
工
法
・

　

せ
き
板
工
法

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
高
畠
消
防
署
消
防
係　
　
　

　
　

☎
52
１
５
０
５

爆
音
機
使
用
の
際
は
周
辺
に
配
慮
を

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

　

野
鳥
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止

に
使
用
さ
れ
る
爆
音
機
は
、
時
と
し

て
騒
音
と
な
っ
て
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
用
す
る
際
は
次
の
こ
と
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
す
る
期
間
は
必
要
最
小
限
に

　

す
る
。

②
と
く
に
早
朝
や
夜
間
の
使
用
は
控

　

え
る
。

③
住
宅
周
辺
で
の
使
用
は
極
力
控
え
る
。

④
膨
張
ネ
ッ
ト
な
ど
爆
音
機
以
外
の

　

防
止
対
策
を
検
討
す
る
。　

な
ど

▼
問
合
せ
先
／
町
産
業
経
済
課
企
画

　

農
政
係　
　
　
　

☎
52
１
８
２
７

る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

町
で
は
、
猟
友
会
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
週
２
回
（
火
・
金
曜
日
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
猟
銃
等
に
よ
る

追
い
払
い
の
ほ
か
電
波
発
信
機
に
よ

る
生
息
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間
／
５
月
下
旬
〜
３
月
下
旬

▼
問
合
せ
先
／
町
産
業
経
済
課
企
画

　

農
政
係　
　
　
　

☎
52
１
８
２
７

広 告

催　

し

　

日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
「
日
光
白

根
山
」
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て
自
然

を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
／
７
月
24
日
㈰
〜
26
日
㈫

▼
参
加
費
／
４
５
、０
０
０
円

▼
参
加
説
明
会
／
６
月
25
日
㈯
14
時
〜

　

町
中
央
公
民
館
１
０
２
会
議
室

　

※
参
加
費
持
参
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
先
／
ま
ほ
ろ
ば
登
山
愛
好

　

会
事
務
局　

山
田

☎
０
９
０（
３
０
０
２
）４
８
７
６

ま
ほ
ろ
ば
登
山
の
ご
案
内

▼
日
時
／
６
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜

　

12
時

▼
内
容
／
少
年
院
の
教
育
活
動
の
紹

　

介　

※
施
設
内
で
の
写
真
撮
影
お

　

よ
び
携
帯
電
話
等
の
持
込
不
可

▼
定
員
／
20
人

▼
申
込
締
切
／
６
月
15
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
置
賜
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
37
４
０
４
０

置
賜
学
院（
少
年
院
）

施
設
見
学
会

▼
日
時
／
６
月
26
日
㈰
９
時
〜

　

※
２
時
間
程
度

笹
巻
き
・
ゆ
べ
し
つ
く
り
体
験
教
室

【
特
別
テ
ー
マ
展
】

『
遺
跡
今
昔
物
語
｜
い
せ
き
こ
ん

じ
ゃ
く
も
の
が
た
り
｜
』

　

建
物
や
道
路
、
ダ
ム
な
ど
が
あ
る

場
所
に
か
つ
て
存
在
し
た
遺
跡
の
様

子
を
展
示
し
、
時
代
の
変
化
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
期
間
／
６
月
11
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈰

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立
う

　

き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

　
　
　
　

☎
52
２
５
８
５

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
の
催
し

　

労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
）
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７
月

11
日
㈪
で
す
。
事
業
主
の
方
は
、
お

忘
れ
な
く
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／【
申
告
書
作
成
】労
働

　

保
険
年
度
更
新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
９
４
９
）７
３
２

　
【
保
険
料
の
納
付
】山
形
労
働
局
総

　

務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
５

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
お
早
め
に
！

浜
田
広
介
記
念
館
６
月
の
催
し

【
昔
が
た
り
】

▼
日
時
／
①
６
月
５
日
㈰
10
時
〜
12

　

時　

②
６
月
19
日
㈰
13
時
〜
15
時

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
生
家

▼
出
演
／
ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
の
会

※
い
ず
れ
も
入
館
料
が
必
要
で
す
。

【
ひ
ろ
す
け
童
話
講
座
】（
全
４
回
）

｜「
泣
い
た
赤
お
に
」を
中
心
に
｜

　

第
１
回　

時
代
と
作
品

▼
日
時
／
６
月
18
日
㈯
10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
／
樋
口
隆
館
長

▼
内
容
／
時
代
背
景
や
昔
話
と
の
関

　

連
な
ど
の
解
説
。「
黄
金
の
稲
束
」

　

な
ど
ひ
ろ
す
け
童
話
の
講
読
。

▼
参
加
費
／
５
０
０
円
（
全
４
回
分

　

資
料
代
）
※
テ
キ
ス
ト
『
泣
い
た

　

赤
お
に
』（
小
学
館
文
庫
）。
売
店

　

で
も
販
売

▼
定
員
／
15
人（
一
般
〜
学
生
）

【
ガ
イ
ド
入
門
し
て
み
ま
せ
ん
か
講

座
】（
全
３
回
）

▼
日
時
／
①
６
月
22
日
㈬
13
時
30
分

　

〜
15
時
30
分
②
７
月
13
日
㈬
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
③
７
月
22
日
㈮

　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

▼
内
容
／
広
介
や「
ひ
ろ
す
け
童
話
」

　

に
つ
い
て
初
歩
か
ら
学
ぶ

▼
参
加
費
／
無
料

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

▼
日
時
／
７
月
23
日
㈯
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
／
一
般
１
、１
０
０
円（
当

　

日
１
、５
０
０
円
）、
小
中
高
生
８

　

０
０
円
、３
歳
以
上
有
料

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
㈲

　

高
砂
屋
菓
子
店

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル　
　

　
　
　
　

☎
52
４
４
８
９

映
画
「
き
み
は
い
い
子
」

高
畠
上
映
会

　

ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
22
日
㈬
10
時
開
式

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル

▼
主
催
／
高
畠
町

▼
問
合
せ
先
／
町
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎
52
３
５
６
４

高
畠
町
戦
没
者
追
悼
式

格
構
造
義
肢
お
よ
び
電
動
車
い
す
交

付
に
関
す
る
判
定
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん
）。

▼
日
時
／
６
月
16
日
㈭
14
時
30
分
〜

　

15
時
30
分

▼
場
所
／
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
聴
覚
お
よ
び
肢
体
に
障
が

　

い
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
福
祉
相
談
セ

　

ン
タ
ー
更
生
課　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
９
７

▼
場
所
／
ゆ
う
き
の
里
・
さ
ん
さ
ん

　

体
験
交
流
室

▼
参
加
費
／
１
、８
０
０
円（
笹
巻
８

　

個
、ゆ
べ
し
８
個
程
度
の
完
成
品
）

▼
募
集
人
数
／
５
〜
15
人
程
度

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
等

▼
申
込
締
切
／
６
月
23
日
㈭

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
ゆ
う
き
の
里

　

・
さ
ん
さ
ん
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
58
３
０
６
０

広 告
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情
のし

らお
知
ら
せ

〜
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
〜

河
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
１
回
目
の
屋
代
川
河
川
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
12
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
場
所
／
屋
代
川
堤
防
・
河
川
敷

▼
作
業
内
容
／
堤
防
・
河
川
敷
の
草

　

刈
と
ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
愛
護
会
事
務
局
（
町

　

建
設
課
内
）　　

☎
52
４
４
９
１

屋
代
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

漏
水
調
査
の
た
め
私
有
地
へ
立
ち

入
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
高
畠
・
屋
代
・
和
田

　

・
糠
野
目

▼
期
間
／
６
月
８
日
㈬
〜
12
月
22
日
㈭

▼
立
入
会
社
・
問
合
せ
先
／
東
日
本

　

漏
水
調
査
㈱　
　

☎
37
５
５
２
８

▼
発
注
者
・
問
合
せ
先
／
町
上
下
水

　

道
課
水
道
係　
　

☎
52
２
３
９
２

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
害
期
を
迎
え
、
洪
水
等
の
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
水

防
工
法
技
術
の
習
熟
を
目
的
に
、
消

防
職
・
団
員
１
５
５
人
が
参
加
し
て

水
防
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

町
体
育
協
会
で
は
、
町
内
の
体
育

施
設
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
左
記
の
日
程
で
野
球
場
・
陸

上
競
技
場
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
11
日
㈯
６
時
〜
７
時

▼
持
ち
物
／
軍
手
・
草
取
器
な
ど

▼
集
合
場
所
／
町
陸
上
競
技
場
前

▼
問
合
せ
先
／（
一
社
）高
畠
町
体
育

　

協
会
事
務
局　
　

☎
52
４
４
９
０

除
草
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

障
が
い
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
聴
覚
お
よ
び
肢
体
に
障
が
い
が

あ
る
方
に
対
し
、
県
内
を
巡
回
し
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
補
装
具
等
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
各
種
の
判

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
骨

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　

地
域
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
河
川

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
７
月
３
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
清
掃
河
川
・
水
路
／
小
黒
川
、
和

　

田
川
、砂
川
、土
会
川
、上
有
無
川
、

　

下
有
無
川
、
定
川
、
時
沢
川
、
稲

　

子
川
、
高
安
川
、
奈
良
坂
川
、
下

　

須
川
、
蛭
沢
川
、
野
手
倉
堀
、
八

　

貫
堀
、
さ
だ
掘
、
新
堀
、
一
の
堰

　

水
路
、
二
の
堰
水
路
、
鬼
面
川
、

　

柏
木
目
排
水
路
、
三
軒
屋
水
路
、

　

最
上
川
河
川
敷
糠
野
目
緑
地

▼
作
業
内
容
／
河
川
敷
お
よ
び
堤
防

　

の
草
刈
と
ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
町
建
設
課
建
設
総
務
係　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
９
１

水
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
河
川
敷
内
で
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
６
月
26
日
㈰
10
時
〜

▼
場
所
／
最
上
川
河
川
敷
糠
野
目
緑

　

地
公
園
内

▼
工
法
／
積
み
土
の
う
工
法
・
改
良

　

積
み
土
の
う
工
法
・
月
の
輪
工
法
・

　

せ
き
板
工
法

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
高
畠
消
防
署
消
防
係　
　
　

　
　

☎
52
１
５
０
５

爆
音
機
使
用
の
際
は
周
辺
に
配
慮
を

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

　

野
鳥
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止

に
使
用
さ
れ
る
爆
音
機
は
、
時
と
し

て
騒
音
と
な
っ
て
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
用
す
る
際
は
次
の
こ
と
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
す
る
期
間
は
必
要
最
小
限
に

　

す
る
。

②
と
く
に
早
朝
や
夜
間
の
使
用
は
控

　

え
る
。

③
住
宅
周
辺
で
の
使
用
は
極
力
控
え
る
。

④
膨
張
ネ
ッ
ト
な
ど
爆
音
機
以
外
の

　

防
止
対
策
を
検
討
す
る
。　

な
ど

▼
問
合
せ
先
／
町
産
業
経
済
課
企
画

　

農
政
係　
　
　
　

☎
52
１
８
２
７

る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

町
で
は
、
猟
友
会
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
週
２
回
（
火
・
金
曜
日
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
猟
銃
等
に
よ
る

追
い
払
い
の
ほ
か
電
波
発
信
機
に
よ

る
生
息
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間
／
５
月
下
旬
〜
３
月
下
旬

▼
問
合
せ
先
／
町
産
業
経
済
課
企
画

　

農
政
係　
　
　
　

☎
52
１
８
２
７

広 告

催　

し

　

日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
「
日
光
白

根
山
」
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て
自
然

を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
／
７
月
24
日
㈰
〜
26
日
㈫

▼
参
加
費
／
４
５
、０
０
０
円

▼
参
加
説
明
会
／
６
月
25
日
㈯
14
時
〜

　

町
中
央
公
民
館
１
０
２
会
議
室

　

※
参
加
費
持
参
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
先
／
ま
ほ
ろ
ば
登
山
愛
好

　

会
事
務
局　

山
田

☎
０
９
０（
３
０
０
２
）４
８
７
６

ま
ほ
ろ
ば
登
山
の
ご
案
内

▼
日
時
／
６
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜

　

12
時

▼
内
容
／
少
年
院
の
教
育
活
動
の
紹

　

介　

※
施
設
内
で
の
写
真
撮
影
お

　

よ
び
携
帯
電
話
等
の
持
込
不
可

▼
定
員
／
20
人

▼
申
込
締
切
／
６
月
15
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
置
賜
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
37
４
０
４
０

置
賜
学
院（
少
年
院
）

施
設
見
学
会

▼
日
時
／
６
月
26
日
㈰
９
時
〜

　

※
２
時
間
程
度

笹
巻
き
・
ゆ
べ
し
つ
く
り
体
験
教
室

【
特
別
テ
ー
マ
展
】

『
遺
跡
今
昔
物
語
｜
い
せ
き
こ
ん

じ
ゃ
く
も
の
が
た
り
｜
』

　

建
物
や
道
路
、
ダ
ム
な
ど
が
あ
る

場
所
に
か
つ
て
存
在
し
た
遺
跡
の
様

子
を
展
示
し
、
時
代
の
変
化
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
期
間
／
６
月
11
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈰

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立
う

　

き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

　
　
　
　

☎
52
２
５
８
５

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
の
催
し

　

労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
）
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７
月

11
日
㈪
で
す
。
事
業
主
の
方
は
、
お

忘
れ
な
く
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／【
申
告
書
作
成
】労
働

　

保
険
年
度
更
新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
９
４
９
）７
３
２

　
【
保
険
料
の
納
付
】山
形
労
働
局
総

　

務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
５

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
お
早
め
に
！

浜
田
広
介
記
念
館
６
月
の
催
し

【
昔
が
た
り
】

▼
日
時
／
①
６
月
５
日
㈰
10
時
〜
12

　

時　

②
６
月
19
日
㈰
13
時
〜
15
時

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
生
家

▼
出
演
／
ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
の
会

※
い
ず
れ
も
入
館
料
が
必
要
で
す
。

【
ひ
ろ
す
け
童
話
講
座
】（
全
４
回
）

｜「
泣
い
た
赤
お
に
」を
中
心
に
｜

　

第
１
回　

時
代
と
作
品

▼
日
時
／
６
月
18
日
㈯
10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
／
樋
口
隆
館
長

▼
内
容
／
時
代
背
景
や
昔
話
と
の
関

　

連
な
ど
の
解
説
。「
黄
金
の
稲
束
」

　

な
ど
ひ
ろ
す
け
童
話
の
講
読
。

▼
参
加
費
／
５
０
０
円
（
全
４
回
分

　

資
料
代
）
※
テ
キ
ス
ト
『
泣
い
た

　

赤
お
に
』（
小
学
館
文
庫
）。
売
店

　

で
も
販
売

▼
定
員
／
15
人（
一
般
〜
学
生
）

【
ガ
イ
ド
入
門
し
て
み
ま
せ
ん
か
講

座
】（
全
３
回
）

▼
日
時
／
①
６
月
22
日
㈬
13
時
30
分

　

〜
15
時
30
分
②
７
月
13
日
㈬
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
③
７
月
22
日
㈮

　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

▼
内
容
／
広
介
や「
ひ
ろ
す
け
童
話
」

　

に
つ
い
て
初
歩
か
ら
学
ぶ

▼
参
加
費
／
無
料

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

▼
日
時
／
７
月
23
日
㈯
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
／
一
般
１
、１
０
０
円（
当

　

日
１
、５
０
０
円
）、
小
中
高
生
８

　

０
０
円
、３
歳
以
上
有
料

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
㈲

　

高
砂
屋
菓
子
店

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル　
　

　
　
　
　

☎
52
４
４
８
９

映
画
「
き
み
は
い
い
子
」

高
畠
上
映
会

　

ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
22
日
㈬
10
時
開
式

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル

▼
主
催
／
高
畠
町

▼
問
合
せ
先
／
町
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎
52
３
５
６
４

高
畠
町
戦
没
者
追
悼
式

格
構
造
義
肢
お
よ
び
電
動
車
い
す
交

付
に
関
す
る
判
定
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん
）。

▼
日
時
／
６
月
16
日
㈭
14
時
30
分
〜

　

15
時
30
分

▼
場
所
／
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
聴
覚
お
よ
び
肢
体
に
障
が

　

い
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
福
祉
相
談
セ

　

ン
タ
ー
更
生
課　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
９
７

▼
場
所
／
ゆ
う
き
の
里
・
さ
ん
さ
ん

　

体
験
交
流
室

▼
参
加
費
／
１
、８
０
０
円（
笹
巻
８

　

個
、ゆ
べ
し
８
個
程
度
の
完
成
品
）

▼
募
集
人
数
／
５
〜
15
人
程
度

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
等

▼
申
込
締
切
／
６
月
23
日
㈭

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
ゆ
う
き
の
里

　

・
さ
ん
さ
ん
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
58
３
０
６
０

広 告



26       2016. ６

悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

６月の相談
相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと
毎週水曜日　１日、８日
15日、22日、29日

９時～15時

老人福祉
センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー
（ 町 社 会 福 祉 協 議 会 ）

☎（51）1008

人 権
男 女 差 別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
１日、15日

９時～12時

行 政
公 共 機 関 に 対 す る
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
８日、15日

13時～15時

法 律
( 予 約 制 )

各 種 法 律 相 談 第４水曜日　22日
13時30分～
15時30分

生 活 サ ポ ー ト
生活、就労、家計
管 理 の 悩 み 事 等

毎週月曜日～金曜日
（祝日を除く）

８時30分～
17時15分

東置賜地域生活自立支援センター
（町社会福祉協議会）☎（51）1008

教 育
( 予 約 制 )

子育て・学校生活上
の 心 配 ご と 等

随時
町 教 育
総 務 課

教育委員会教育総務課
☎（52）4474

農 地
農 地 関 係 の
困 り ご と 等

第２火曜日　14日 ９時～12時
町 農 業
委 員 会

農 業 委 員 会 事 務 局
☎（52）4479

食 事 ・運 動 相 談
( 予 約 制 )

食 事 や 運 動 な ど
健康に関する相談

第１・３木曜日
２日、16日

９時～12時 げんき館
健康推進課健康増進係

☎（52）5045

女 性 の 健 康
( 予 約 制 )

妊 娠・不 妊・
更 年 期 障 害 等

毎週火曜日 13時～  

置 賜
保 健 所

置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3205

こ こ ろ の 健 康
( 予 約 制 )

うつ等、心に関する健康 第３水曜日　15日 10時～ 
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015

感 染 症 検 査
( 予 約 不 要 )

エイズ・Ｂ型肝炎等 毎週月曜日（祝日を除く） 13時～14時
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

26日

６月の太陽館ふろの日は…

�入浴の際は回数券・定期券がお得です。 

　大広間無料＆ガラポン抽選 !!
　お試し整体半額 !!

生産者直送の取れたて野菜を販売

太陽館 夕市 開催！
６月 25日㈯ 16 時～

☆「冷やし麺」フェア同時開催

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
高
畠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

福
祉
の
た
め
に　
　

車
椅
子
３
台

▼
露
藤
長
寿
会　
　
　

　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金　
　

 

５
、１
４
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に 　
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※今月の休館日は13日（月）

▲菊地良一さん（下和田南）が育てた
「ぼたん」を庁舎前に飾らせていただき
ました。ありがとうございました。
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道の駅たかはた情報

◇館内展示◇　６月１日㈬～ 29日㈬
　「古の穴窯作品展」（高畠町陶芸同好会）
　「六月俳句展」（花鳥俳句会）

＝ さくらんぼフェア開催 ＝　
日時／６月 19日㈰９時～ 16時 30分
内容／さくらんぼの種シュートゲーム、
　じゃんけん大会、福引抽選会  ほか
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

ビーチボールバレーで汗をかきませんか？
会員募集 !!（男女不問）

練習日／毎週金曜日　20時～ 22時
場所／町営体育館　会費／月額５００円
現会員年齢／ 40 代～ 70代
問合せ先／サークル虹  小田部 ☎52０２０８
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県営糠野目
第２アパート 8-6-6 １ 3階 17,300 ～

34,100 円 一般用 優遇有

県営住宅入居者募集

▶募集期間／６月６日㈪～ 10日㈮
▶受付時間／ 10時～ 17時
▶入居時期／８月上旬
▶申込・問合せ先／山形県県営住宅指定管理者㈱西王不動
　産置賜事務所（山形県置賜総合支庁内）　  ☎24２３３２
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悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

６月の相談
相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと
毎週水曜日　１日、８日
15日、22日、29日

９時～15時

老人福祉
センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー
（ 町 社 会 福 祉 協 議 会 ）

☎（51）1008

人 権
男 女 差 別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
１日、15日

９時～12時

行 政
公 共 機 関 に 対 す る
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
８日、15日

13時～15時

法 律
( 予 約 制 )

各 種 法 律 相 談 第４水曜日　22日
13時30分～
15時30分

生 活 サ ポ ー ト
生活、就労、家計
管 理 の 悩 み 事 等

毎週月曜日～金曜日
（祝日を除く）

８時30分～
17時15分

東置賜地域生活自立支援センター
（町社会福祉協議会）☎（51）1008

教 育
( 予 約 制 )

子育て・学校生活上
の 心 配 ご と 等

随時
町 教 育
総 務 課

教育委員会教育総務課
☎（52）4474

農 地
農 地 関 係 の
困 り ご と 等

第２火曜日　14日 ９時～12時
町 農 業
委 員 会

農 業 委 員 会 事 務 局
☎（52）4479

食 事 ・運 動 相 談
( 予 約 制 )

食 事 や 運 動 な ど
健康に関する相談

第１・３木曜日
２日、16日

９時～12時 げんき館
健康推進課健康増進係

☎（52）5045

女 性 の 健 康
( 予 約 制 )

妊 娠・不 妊・
更 年 期 障 害 等

毎週火曜日 13時～  

置 賜
保 健 所

置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3205

こ こ ろ の 健 康
( 予 約 制 )

うつ等、心に関する健康 第３水曜日　15日 10時～ 
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015

感 染 症 検 査
( 予 約 不 要 )

エイズ・Ｂ型肝炎等 毎週月曜日（祝日を除く） 13時～14時
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

26日

６月の太陽館ふろの日は…

�入浴の際は回数券・定期券がお得です。 �入浴の際は回数券・定期券がお得です。 

　大広間無料＆ガラポン抽選 !!
　お試し整体半額 !!

生産者直送の取れたて野菜を販売

太陽館 夕市 開催！
６月 25日㈯ 16 時～

☆「冷やし麺」フェア同時開催
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※今月の休館日は13日（月）

▲菊地良一さん（下和田南）が育てた
「ぼたん」を庁舎前に飾らせていただき
ました。ありがとうございました。
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◇館内展示◇　６月１日㈬～ 29日㈬
　「古の穴窯作品展」（高畠町陶芸同好会）
　「六月俳句展」（花鳥俳句会）

＝ さくらんぼフェア開催 ＝　
日時／６月 19日㈰９時～ 16時 30分
内容／さくらんぼの種シュートゲーム、
　じゃんけん大会、福引抽選会  ほか
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

ビーチボールバレーで汗をかきませんか？
会員募集 !!（男女不問）

練習日／毎週金曜日　20時～ 22時
場所／町営体育館　会費／月額５００円
現会員年齢／ 40 代～ 70代
問合せ先／サークル虹  小田部 ☎52０２０８
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名称 間取（畳）戸数 階数 家賃 区分 優遇措置
県営糠野目
第２アパート 8-6-6 １ 3階 17,300 ～

34,100 円 一般用 優遇有
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信

平成28年成人式実行委員のみなさんです

感 想 や 決 意 を
お聞きしました !!

１．実行委員として成人式

　　に参加しての感想　

２．新成人としての今後の

　　決意

３．好きな言葉

１．初めは自分が実行委員としての役
割を担うことができるのか不安で
した。ですが、他の方と意見を出
しあい、話し合いを進めていく事
はとても楽しく、実行委員として
自分達の成人式に携われたことは
最高の思い出です。

２．今年の４月、新しく高畠町役場の
職員となり、社会人としての一歩
を踏み出しました。新成人として、
また新社会人として、地元高畠町
に貢献できるよう何事にも意欲的
に取り組み、精一杯働いていきた
いと思います。

３．“ Piece of cake ! ”

■副実行委員長

大
場　

夏
月
美

（第四中学校出身）

■副実行委員長

金
子　

智
司

（第四中学校出身）

１．成人式は成功裏に終了しました。
この成功は志し高いメンバーが「よ
い成人式にしたい」この思いを胸
に一致団結して準備してきたから
です。この仲間達との出会いは大
切な宝物になりました。ありがと
うございました。

２．私達は大人への第一歩を歩み始め
ました。大人になるということは
支えられる側から支える側になる
事だと成人式を経て実感しました。
この思いを大切にし、大人の一員
としてがんばっていきます。

３．日々是好日

■実行委員長

菅
野　

重
丸 （第一中学校出身）

１．成人式という一生に一度の祝いの
場に実行委員として立ち会うこと
ができ、嬉しく思っています。壇
上から成人したみなさんの晴着の
姿を見渡した時は感動でした。式
を行えたことに感謝し、成人とし
て堂々と生きていきます。

２．私は現在、大学３年生です。就職
活動は目前に迫ってきました。社
会に出るにあたり自分に足りない
力を残りの学生生活で埋めていき
たいです。父母のような立派な人
間になれるよう精進していきます。

３．乾杯 !!

１．全員が忙しい中、時間を見つけ集
まった実行委員会でしたが、最後
はみんなで成功の喜びを感じ合え
たことが今後の自信へと繋がりま
した。貴重な体験をさせていただ
きありがとうございました。

２．今まで以上に責任感を持ち、周り
の人の期待に応えられるよう社会
に貢献したいと思います。

３．いい感じ

■実行委員

羽
隅　

健
人 （第一中学校出身）

■実行委員

猪
野　
　

遥 （第二中学校出身）

１．成人式に出るだけでなく、記念事
業や誓いの言葉などを作り上げる
事にも携わらせていただくことが
でき貴重な体験だったと思います。
成人式が大成功でとても良かった
です。委員の皆、本当にありがと
うございました !!

２．成人を迎えることができたのは、
様々な方々の支えがあったからで
す。感謝の気持ちを忘れず、地元
に貢献できるよう、勉学に励みた
いと思います。笑顔の絶えない元
気な看護師になります !!

３． 一生懸命

■実行委員

渡
部　

慧
斗

（第二中学校出身）

１．実行委員会の話し合いや準備は、
少ない時間の中で大変でしたが、
忙しさの中にもやりがいを感じな
がら活動することができました。
式本番も成功して、委員のみんな
や式に携わってくださった方には
感謝の気持ちでいっぱいです

２．感謝の気持ちを忘れずに、何事に
も全力で挑戦していきます。

３．萬物備乎我

■実行委員

井
田　

帆
南

（第一中学校出身）

１．まず初めに、無事に成人式を終
えることができたこと、成功した
ことをとても嬉しく思っています。
大勢の方の前で話すという貴重な
機会をいただき、声をかけてくだ
さった役場の方にはとても感謝し
ています。

２．成人式という節目の日に、改めて
両親、家族や友人に対する感謝の
気持ちを実感しました。なかなか
感謝の気持ちを言葉にして、伝え
ることは難しいことですが、これ
からも感謝の気持ちを忘れず、人
生を歩んでいきたいです。

３．意志あるところに、道はある

■実行委員

小
平　

理
沙 （第三中学校出身）

１．最初はどんな仕事をするのか不安
でしたが、いい成人式にしたいと
いう思いが強くなり、他の実行委
員の方と一丸となり頑張ってきま
した。当日は、司会を担当させて
いただき、とても良い経験になり
ました。

２．20才になり大人の仲間入りです。
自分の行動にしっかり責任を持ち、
色んな事にたくさん挑戦したいで
す。そして、自分の周りにいる人
に感謝しながら、立派な大人にな
れるよう頑張ります。

３．一期一会

■実行委員

木
村　

仁
美 （第三中学校出身）

１．一生に一度、人生の節目である成
人式の実行委員として参加し、貴
重な経験をすることができました。
何より周りの方々の協力があり成
功させることができました。関わっ
てくれた全ての皆様、ありがとう
ございました。

２．新成人として、今まで支えてくれ
た方々に感謝の気持ちを忘れずに
生活していきたいです。また、自
分で決めた選択に自信を持って、
これからたくさんのことに挑戦し
ていきたいです。後悔のない人生
を歩みたいと思います。

３．可能性は無限大

１．私は、人前に立つことが苦手だっ
たので初めは、やりたくない気持
ちの方が強かったのですが、実行
委員の仲間もいい人ばかりでとて
も楽しく充実しました。色々なこ
とが学べてとてもいい成人式がで
きてよかったです。

２．私は、実行委員をして、少しやな
ことでも挑戦してみると楽しいこ
ともあると知ったので、これから
の人生でも多くのことに挑戦した
いと思います。新成人として挨拶
をしっかりとして、たくさんの人
に頼られる人間を目指します。

３．ありがとう

■実行委員

髙
橋　

竜
太　 （第三中学校出身）

１．成人式実行委員をしてみて、楽し
かったことや大変だったことはた
くさんあります。初めは正直、や
る気のないまま参加していました
が、終わってみるとやってよかっ
たと感じています。

２．私は今、理学療法士になるために、
学業に励んでいます。成人となり、
さらに気を引き締めて、頑張りた
いと思います。そして、地域に貢
献していきたいです。

３．明日やろうは馬鹿野郎

■実行委員

齋
藤　

大
希　 （第四中学校出身）


